
（
高
年
齢
者
雇
用
等
推
進
者
の
選
任
）

（
高
年
齢
者
雇
用
推
進
者
の
選
任
）

第
五
条

事
業
主
は
、
法
第
十
一
条
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
者
の
う
ち
か
ら
当
該
業
務
を
担
当
す
る
者
を
高
年
齢
者
雇
用
等
推
進
者
と
し
て
選
任
す
る
も
の
と
す

る
。

第
五
条

事
業
主
は
、
法
第
十
一
条
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
者
の
う
ち
か
ら
当
該
業
務
を
担
当
す
る
者
を
高
年
齢
者
雇
用
推
進
者
と
し
て
選
任
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
就
職
援
助
措
置
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
等
の
範
囲
等
）

（
再
就
職
援
助
措
置
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
等
の
範
囲
等
）

第
六
条

法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
四
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
者
で
あ

つ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
四
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
あ
つ

て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
（
以
下
「
対
象
高
年
齢
者
等
」
と
い
う
。）と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

事
業
主
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
う
ち
、
他
の
事
業
主
と
の
間
で
締
結
し
た
法
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
契
約
に
基
づ
き
雇
用
す
る
者
（
第
三
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
の
理
由
に
よ
り
離
職
す
る
者
を
除

く
。）

（
新
設
）

五

事
業
主
の
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
う
ち
、
他
の
事
業
主
と
の
間
で
締
結
し
た
法
第
十
条
の
二
第
三
項
に
規

定
す
る
契
約
に
基
づ
き
雇
用
す
る
者
（
第
三
項
第
六
号
又
は
第
七
号
の
理
由
に
よ
り
離
職
す
る
者
を
除
く
。）

（
新
設
）

２

法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

事
業
主
が
法
第
九
条
第
二
項
の
特
殊
関
係
事
業
主
と
の
間
で
同
項
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
し
、
当
該
契

約
に
基
づ
き
特
殊
関
係
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
者
（
次
項
第
二
号
の
理
由
に
よ
り
離
職
す
る
者
に
限
る
。）

二

事
業
主
が
他
の
事
業
主
と
の
間
で
法
第
十
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
し
、
当
該
契
約
に
基

づ
き
他
の
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
者
（
次
項
第
三
号
の
理
由
に
よ
り
離
職
す
る
者
に
限
る
。）

三

創
業
支
援
等
措
置
に
基
づ
い
て
事
業
主
と
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
委
託
契
約
そ
の
他

の
契
約
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
す
る
者

四

創
業
支
援
等
措
置
に
基
づ
い
て
、
法
第
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
ロ
又
は
ハ
の
事
業
を
実
施
す
る
者
と
同

号
に
規
定
す
る
委
託
契
約
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
す
る
者

３

法
第
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
九
条
第
二
項
の
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢

者
に
係
る
基
準
を
定
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
基
準
に
該
当
し
な
か
つ
た
こ
と
そ
の
他
事
業
主
の
都
合
と
す

る
。

一

定
年
（
六
十
五
歳
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

（
新
設
）

二

法
第
九
条
第
二
項
の
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
に
達
し
た
こ
と
に
よ
る
離
職
（
六
十
五

歳
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

（
新
設
）

三

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置（
定
年
の
引
上
げ
及
び
定
年
の
定
め
の
廃
止
を
除
く
。第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
に
達
し
た
こ
と
に
よ
る
離
職

（
新
設
）

四

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十

八
号
。
第
六
条
の
三
第
八
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
四
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
九
条
第
二
項
の
継
続
雇
用
制
度
の
対

象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準
を
定
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
基
準
に
該
当
し
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
離

職

（
新
設
）

五

法
第
九
条
第
二
項
の
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準
を
定
め
た
場
合
に
お
け
る
当

該
基
準
に
該
当
し
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
離
職
（
六
十
五
歳
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

（
新
設
）

六

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準
を
定
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
基
準
に

該
当
し
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
離
職

（
新
設
）

七

解
雇
（
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）そ
の
他
の
事
業
主
の
都
合

（
新
設
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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